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	 水の窓 (λ = 2.3−4.4nm) 軟X線顕微鏡は，細胞の多くに含まれる水を透過し，炭素に吸収される．

この水の窓軟X線を試料の照明に使った顕微鏡は，(1) 生体細胞を生きたままの状態で撮像できる，

(2) 可視光顕微鏡より小さいものが見える，(3) 水を透過した部分と炭素により吸収された部分で

コントラストのついた像を得られるなどの特長がある． 

	 我々は，生物細胞をフラッシュ撮影できる卓上型水の窓軟X線顕微鏡を実現する要素技術開発

を行っている．高出力でコンパクトな水の窓軟X線光源を実現するために，レーザー生成多価イ

オンプラズマからのUTA (unresolved transition array) 放射スペクトルを用いることを提案している

[1]．前回の報告では，現在用いている顕微鏡では波長 4.0 nm にピークを持つビスマス (Bi) のレ

ーザー生成プラズマ (Laser-produced plasma: LPP) 光源を使用することにより，最も明るい画像が

得られることを明らかにした [2]．今回，図1に示す実験装置を用いて，レーザー生成Bi多価イオ

ンプラズマ光源を用いて，水の中に入れたポリスチレン球を可視光と軟X線で観測した．図2に示

すように，軟X線が約5 µmの水の層を透過することを確認した．詳細は講演にて報告する． 
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	 	 	 	 	 図1：ポリスチレン球封入サンプルフォルダ	 	 	 	 	 	 図2：水の層約5 µmの軟X線像 
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